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テーマ 発見と行動

私は、決して読書家とはいえない。小中学生のころはもっぱら外で遊び、探偵小説以外の本を読
むことはなかった。 17歳のころ、人生と社会に悩み、本に答えを求めた。大学卒業後、出版社に
勤め、雑誌と事典の編集に携わり、31歳で大学院に入学、本を読むことが仕事の一部となった。
そんな私にとって、読書とは、なにかの発見や行動へと導いてくれるもので、一冊の本から芋づ
る式に知識が広がった。
驚いたことに、今回の私の「推し本」の多くは、お茶大に所蔵されていた。私が感動した本は、
選書を担当する図書館職員の目にとまる「時代の代表作」だったのだろう。いまここにこれらを
展示し、みなさんと共有できることは、「時空をこえる」図書館ならではの営みである。
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